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今月のことばは、真宗大谷派僧侶の二階堂

行邦先生のお言葉です。
ゆ きくに

「生・老・病・死という人生苦を、私だけ
しょう ろう びょう

の体験として固執し、私だけが災難に遭った
あ

ように考えてしまい、そこから自分の人生を

すぐ結論づけてしまうのです。しかし、人生

の体験は、結論を与えるものではなくして、

むしろ人生体験の事実からその人の人生が問

いかけられているのです。老いが、病いが、

死が、私の生を問いかけているのです。『こ

れでいいのか？』と。しかし、自分の合理主

義的な思考では、その問いに答えられないの

です。それで苦悩する。それが人間なんです

ね」。

親鸞聖人のご和讃に次の一首があります。

南無阿弥陀仏をとなふれば
な も あ み だ ぶつ

この世の利益きはもなし
よ り やく

流転輪廻のつみきえて
る て んりん ね

定業中夭のぞこりぬ
じょうごうちゅうよう

（註釈版聖典５７４ページ）

阿弥陀如来の至心を疑いなく受け入れ、お
し しん

念仏申しながら浄土を目指して生きていく人

の人生からは、「いつかは死ななければなら

ない」という怖れや「早死にするのではない

だろうか」という不安が取り除かれてしまう

のだ、とお示しくださったのでした。

他人から「この歳まで生きたのだから大往

生だよ」と言われるほどに長生きした人も、

または「早かったね」と悔やまれる年齢でこ

の世を去った人も、その人のいのちの重さに

は何の違いもありません。大切なのは、この

人生で真実に出遇い生死の迷いを超え、仏恩
あ しょう じ ぶ っとん

を報ずる生き方に目覚め得たかということで
ほう

しょう。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 秋参りに行って発見、唐仁原家の芙蓉 （１０月６日 撮影）
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ぶ
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三
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職

松
井
卓
郎
）

第２４３号 慧 光 ２０２１（令和 ３）年１０月

4

下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ １０ 月
２８日 終日

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

10月７日現在アクセス数 121,800人
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９ 月 の 天 候

最低気温・12．4℃（23日）

最高気温・30．2℃（9日）

夏日日数・２３日

真夏日日数・ １日

月間総雨量・78.5mm(降雨日数・16日)

一日最大雨量・１７．０mm（17日）


